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オンライン教材作成状況
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原⼦⼒エネルギー利⽤
軽⽔炉・次世代原⼦炉 サイクル、群分離、

核変換
処理処分

材料開発

燃料開発

炉物理・核データ・熱流動

構造

安全⼯学

計算科学・AI・IoT

原⼦炉熱⼯学（北⼤）

廃炉⼯学（北⼤）

原⼦炉物理学（北⼤、近⼤、京⼤、名⼤、九⼤）

原⼦炉安全⼯学（北⼤、JAEA）

放射線計測学（北⼤）

核燃料⼯学：軽⽔炉、新型炉（福井⼤、京⼤）

核データ⼯学（北⼤、東⼯⼤）

○環境放射能学（北⼤、⾦沢⼤、JAEA、QST、環境放射能研究所他）

〇放射線⽣物学（北⼤）

〇原⼦⼒政策

放射化学（静⼤）

核燃料⼯学：ウランの科学（東北⼤）

放射線科学（北⼤）

廃棄物処分⼯学（北⼤）

核燃料サイクル⼯学（北⼤、⽇本原燃）

原⼦炉⼯学（北⼤）

放射化学、原⼦核化学

計測・分析・制御・ロボティクス

原⼦炉材料⼯学（北⼤）

原⼦炉材料⼯学（北⼤）検討中



評価のポイントと現状
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1．カリキュラムの体系化︓〇
・基礎科学分野とのリンク、単位互換制度、放射線利⽤への対応、起業家精神

2．オンライン教材の体系化︓〇
・原⼦⼒関係教科体系、実験・実習との連携及びVR化、学⽣からのフィードバック

3．国際化対応:△（Hokkaido Summer Institute[北⼤・国際交流科⽬]等）
・英語化、国際情勢への対応、国際機関の理解促進

４．教育対象の拡張︓△（MOOC等)
・⾼専⽣、⼩中⾼⽣、社会⼈への対応、リカレント教育・履修証明への対応

5．計算科学・情報社会への対応︓×
・AI, IoT等計算科学、SNS等、情報化社会への対応

6．科学と社会の共存︓△（特別講義等）
・科学リテラシー、ELSI/RRI、社会とのコミュニケーション
・エネルギー問題、環境問題（地球温暖化問題）、SDGｓへの対応


